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』 土屋 豊 督 作品 
| 届 二宮 処 洒 共同 脚本 


PEEP“TV SHOW 


WTC に 火の玉 が 突っ 込ん で 、2843 の 人 間 が 地獄 行き 。 

その 光景 は あま り に 美しく 、 ボ ク は ビー ル 片 手 に テレ ビ に 釘付け 。 
すべ て が 気狂い じみ て いる 。 

だ か ら ボ ク は 、 瓦 隊 の 下 の 死体 を 覗く 。 


回 INTRODUCTION 


2001 年 9 月 11 日 の ニュ ー ヨ ー ク の 映像 を 「 美 し い 」 と 感じ て し まっ た 盗撮 魔 ・ 長 谷川 と 、 空 虚 な 自分 を 諸 
めか け て いた コ ゴス ロリ 少女 ・ 萌 が 生き て 行く わた し た ちの 平坦 な 戦場 と は ? 

画 真 夏 。 長 谷川 は 、 渋 谷 の 駅 前 交差 点 で シャ ツ を 頭 か ら 被っ て 座り 込ん で いる 。 足 元 に は 超 小 型 ピ ン ホ ー 
ルカ メラ 。 通 行人 の 脚 を モニ ター し て いる の だ 。 彼 は 、9.11 の 同時 多発 テロ 以降 、 自 ら の リア リティ の 感覚 
が 倒錯 し て し まっ た 盗撮 魔 だ 。 長 谷川 は 、 ゴ スロ リ と 呼ば れる ファ ッ シ ョ ン を 身 に まとい 、 空 虚 な 日 常 を 
送る 萌 と 「PEEP'TV'SHOW」 と いう イン ター ネッ ト T V 局 を 開設 する 。 共 犯 者 と な っ た 二 人 は 、 デ パー ト の 
女子 トイ レ な ど を 次 々 と 盗撮 し 、 萌 自身 の 部 屋 まで 24 時 間 中 継 し 始め る 。 ま る で 、 実 感 の な い 世 界 へ の 復 
讐 の よう に …。 


較 『PEEP'TV'SHOW』 は プ ブラウン管 か ら 映 し 出さ れる 2001 年 9 月 11 日 の ニュ ー ヨ ー ク の 映像 を 「 美 し い 」 と 
感じ て し まっ た 盗撮 魔 ・ 長 谷川 と 、 解 離し て し まっ た 自分 を あき ら め か け て いた ゴス ロリ (ゴシック & ロ 
リー タ ) 少 女 ・ 萌 と の 間 に 起 こっ た 2002 年 8 月 15 日 か ら 9 月 11 日 まで の 出来 事 を 描い て いる 。 二 人 が 発信 す 
る 「PEEP"TV'SHOW」 と いう イン ター ネッ ト TV を 通し て 彼ら は 、 自 分 た ちの よう に 壊れ て し まっ た 人 た ち 
と 出会う 。 ひ きこ も り 、 過 労 サ ラリ ー マ ン 、 風 俗 嬢 、 過 食 症 の 女 。 断 片 的 な エピ ソー ド は 絡み 合い 、 わ た し が 
ち が 生 き て いる "平坦 な 戦場 と し て の 日 常 " を 浮か が び 上 が ら せ て いく …。 


世界 は 、 い か が わし い 覗 き 部 屋 だ 。 
失わ れ た リア ル を 奪 四 する た め の 困 難 な 闘い を 『PEEP"TV"SHOWJ は 描き 出す 。 


画 2001 年 9 月 11 日 、 束 の 間 、 張 り ぼ て 世界 に 裂け 目 が 入っ た 。「 ま る で 映画 の よう だ 」 と 告白 し た 人 々 は 、 究 
極 の ドキ ュ メ ンタ リー を リア ル な 体験 と し て 思う 存 分 楽し ん だ 。 そ の 後 の ア フ ガ ニス タン 、 イ ラク の 戦争 
で は 、 殺 諸 現 場 か ら の 生 中 継 に みん な が 目 を 輝 か せ た 。 エ ンタ テイ ン メ ント と 化し た 戦争 は 、「 今 夜 、 夫 婦 
喧嘩 を 監視 カメ ラ で 生 中 継 ! 」 と いう ドキ ュ メ ント ・ バ ラ エ ティ 番組 と 何ら 変わ り は な い 。 リ アル が 失わ れ 、 
すべ て が 張り ぼ て に な っ た 世界 。 さ ら に イン ター ネッ ト の 網 の 目 が 、 そ れ を 促進 させ て いく 。 世 界 は まる で 、 
いか が わし い 覗 き 部 屋 で ある 。 私 た ち は 観 客 で ある と 同時 に 出演 者 で も ある だ ろう 。 そ の 覗き 部 屋 に 新た 
な 裂け 目 を 入れ る こと 、 そ の 覗き 部 屋 を 飛び 出し て 他 者 と 出会う こと 、 自 分 自身 の リア ル を 奪還 する こと 。 
その 困難 な 闘い を 『PEEP'TV"SHOW』 で 土屋 豊 監督 は 描き だ そう と する の だ 。 


ニュ ー ヨ ー ク 、 ロ ッ テ ル ダム 、 ミ ュ ン ヘン 、 香 港 、 バ ル セ ロ ナ な ど 

世界 3 0 ヶ国 の 国際 映画 祭 に 正式 招待 され 、 

シア トル 、 モ ント リオ ー ル 、 ベ ルギー な ど で は 先行 劇場 公開 。 

世界 中 の 若者 達 が 熱 手 し た 『 新 し い 神様 』 の 土屋 豊 監督 、 最 新作 が いよ いよ 日 本 解禁 ! 

田 監 督 は 、 ド キュ メン タリ ー 作 品 『 新 し い 神 様 』 で 世界 に 衝撃 を 与え た メデ ィ ア ・ ア クティ ビス ト で ある 土 
屋 豊 。 主 人 公 ・ 長 谷川 が 盗撮 に 使う ビン ホー ルカ メラ を は じ め 、 超 小型 CCD カ メラ な ど ビ デオ で し か 表現 
し 得 な い 斬新 な 映像 を 駆使 。 主 人 公 ・ 長 谷川 が 盗撮 する 映像 と 、 そ れ を リア ル タ イ ム で 放送 し て いる イン 
ター ネッ ト 上 の 映像 、 そ し て 、 そ の 映像 を 実際 に パソ コン で 覗い て いる 映像 ある い は 、 街 に 設置 され た 監 
視 カ メラ の 映像 等 に より 重層 的 な 映像 世界 が 構築 され 、 メ ディ ア 社 会 の リア ル の 転倒 が 『PEEP'TV'SHOW』 
で は 、 表 現さ れ て いる 。『PEEP"TV"SHOW』 は 世界 約 30 ヶ 国 の 国際 映画 祭 に 招待 され 、 世 界 中 の 若者 達 が 熱 
狂 し た だ け で な く 、9.11 の 現場 で も る ニュ ー ヨ ー ク で 開催 され た ニュ ー ヨ ー ク ・ ビ デオ フェ ステ ィ バ ル 
2004 で も 上 映 さ れ 反 才 を 呼ん だ 。 ま た 、 す で に シア トル 、 モ ント リオ ー ル 、 ベ ルギー な ど で は 一 般 劇場 公開 
され て いる 。 


盗撮 魔 、 ゴ スロ リ 、 引 き と も り 、 骨 労 サ ラリ ー マ ン 、 風 俗 嬢 、 過 食 症 の 女 …。 

フィ クシ ョ ン と ドキ ュ メ ンタ リー の 狭間 に 登場 人 和 物 の 心 の 痛み が 浮か び 上 が る 。 

画 主 人 公 、 長 谷川 と 萌 を 演じ る の は 、 今 回 が 映画 初出 演 と な る 長谷 川 貴 之 と ゲッ チョ フ ・ 詩 。 二 人 と も 『 新 
し い 神 様 』 の 観客 で あり 、 共 同 脚本 の 雨宮 処 凛 の 著作 の 熱心 な 読者 で あっ た 。『PEEP"TV"'SHOW』 で は 、 物 語 
の 核 と な る セリ フ 以 外 は 、 出 演者 自身 の 生 の 言葉 が 即興 で 撮影 され た 。 萌 役 の ゲッ チョ フ ・ 詩 は 、 か つて 境 
界 性 人 格 障害 と 診断 され た 少女 で あり 、 ひ きこ も り の 青年 役 は 、 実 際 に 5 年 間 、 自 室 か ら 一 歩も 外 に 出 ら 
れ な か っ た …。 劇 中 人 物 と 出演 者 は 互い に 重なり 合い 、 リ アル な 作品 世界 を 作り 上 げ る 。 フ ィ ク ショ ン と 
ドキ ュ メ ンタ リー の 狭間 に 登場 人 物 の 心 の 痛み が 浮か び 上 が る 。 


画 土 屋 豊 監督 コメ ント 


21 世 紀 の 幕 開け に 僕ら は 世界 の 死 け 目 を 目撃 し た 。21 世 紀 の 幕 開け に ふさ わし く 、 プ ブラウン管 か ら 無 差別 
放射 を 浴び た の だ 。 そ の 壊滅 的 な 打撃 に つい て 愚 鈍 な ヤツ ら は 気づき も し な い 。 僕 ら の グラ ウン ド ・ ゼ ロ 
と は 、 あ な た の 足元 の こと で は な か っ た の か ? あの ふた つの 高層 ビル に 突っ 込ん だ ふた つの 火の玉 の 美 
し さ の 秘密 に つい て 、 僕 ら は そろ そろ 語り 始め な けれ ば な ら な い 。 そ うし な けれ ば 全て は 手遅れ と な る だ 
ろう 。 


監督 ひ 土 屋 豊 


男 監 督 土屋 豊 (つちや ゆたか ) 

1966 年 生ま れ 。 1990 年 より 本 格 的 に 作品 制作 を 開始 。1994 年 より 複製 自由 の フリ ー ビ デ オ 『WITHOUT TELEVISION』 を 自主 
流通 に より 発行 。1998 年 か ら 自 主 ビ デオ の 流通 プロ ジェ クト 「VIDEO ACT を 主宰 。 メ ディ ア ・ ア クティ ビス ト 達 の ネッ ク 
トワ ー ク を 広げ る た め の 活 動 を 続け て いる 。99 年 ドキ ュ メ ンタ リー 作品 『 新 し い 神 様 』 を 発表 し 、 山 形 国際 ドキ ュ メ ンタ リ 
ーー 映画 祭 97 で 国際 批評 家 連 盟 賞 特 別 賞 。 世 界 各国 の 国際 映画 祭 で の 上 映 の 他 、2000 年 8 月 5 日 より 渋谷 ユー ロス ペー ス に て 
劇場 公開 。12 週 間 の ロン グラ ン を 記録 。 札 幌 、 名 古屋 、 大 阪 、 広 島 、 沖 縄 で も 劇場 公開 され た 。 


還 主 な 監督 作品 

『 あ な た は 天皇 の 戦争 責任 に つい て どう 思い ます か ?』 く <96.8.15 靖 国 篇 >』(1997 年 53 分 ) 

人 @ 山 形 国際 ドキ ュ メ ンタ リー 映画 祭 97 く パノラマ > 劉 台 湾 国 際 ド キュ メン タリ ー フ ェ ス ティ バル 98 く コン ペティ ショ ン > 欠 
ニッ ポン ・ コ ネ ク シ ョ ン 2000( フ ラン ク フ ル ト ) 錯 UN PANORAMA DU FILM DOCUMENTAIRE JAPONAIS DES ANNEES 30 A 
NOS JOURS( パ リ ) 倫 Even The Moon ls Not Autonomous( ド イツ ・ ワ イマ ー ル ) 


『 新 し い 神 様 』(1999 年 99 分 ) 

人 @ 山 形 国際 ドキ ュ メ ンタ リー 映画 祭 97< ア ジア 千波 万 波 >※ 国 際 批評 家 連 盟 賞 特別 賞 受賞 箇 べ ベル リン 国際 映画 祭 く フォ ー ラ 
ム > 氏 ウ ィ ー ン 国際 映画 祭 念 香港 国際 映画 祭 共 台北 金馬 映画 祭 借 全 州 国際 映画 祭 (韓国 ) 但 シン ガボール 国際 映画 祭 氏 ソ ウ 
ル 国 際 ド キュ メン タリ ー 映 画 祭 代 ア ジア ドキ ュ メ ンタ リー 映画 祭 ( イ ンド ネシア ) 倫 NatFim Festival( デ ンマ ー ク ) 鍛 Amascu- 
tura International Documentary Fim Festiva( ポ ルト ガル ) 供 ニッ ポ ボン ・ コ ネ ク シ ョ ン 2002( フ ラン ク フ ル ト ) 倫 Nppon Koma 
2002( ポ ルト ガル ) 欠 UN PANORAMA DU FILM DOCUMENTAIRE JAPONAIS DES ANNEES 30 A NOS JOURS( パ リ ) 倫 "It's Al 
True'" プ ラジ ル 国 際 ド キュ メン タリ ー 映 画 祭 氏 HOT DOCS Fim Festival 豊 イス マイ リア 映画 祭 ( エ ジ プ ト ) 劉 Even The Moon 
ls Not Autonomous( ド イツ ・ ワ イマ ー ル ) 夫 第 12 回 東京 国際 映画 祭 < シネ マ プ リ ズム > 欠 第 14 回 高崎 映画 祭 欠 岡山 映画 祭 
2000 久 第 10 回 TAMA 映 画 フ ォ ー ラ ム 欠 第 6 回 空想 の 森 映画 祭 2001 


画 共 同 脚 本 〇 雨宮 処 凛 コメ ント 


21 世 紀 の 幕 開け に 僕ら は 世界 の 裂け 目 を 目撃 し た 。21 世 紀 の 幕 開け に ふさ わし く 、 プ ブラ ウン 管 か ら 無 差 『P- 
EEP"TV"SHOW』 が 劇場 公開 まで 辿り つい た こと は 、 ホ ント に 感無量 な こと だ 。 

そもそも 、 こ の 映画 の 企画 は 2002 年 まで 遡る 。 前 作 『 新 し い 神 様 』 の 劇場 公開 も 終わ っ て 1 年 ちょ っ と 。 当 
時 は 9・11 テ ロ か ら 1 年 も 経っ て いな い 頃 で 、 日 本 で は アメ リカ か ら 輸 入 さ れ た 巧妙 な 「 内 面 の 盗撮 」 と も い 
うべ き リ アリ ティ ショ ー が プラ ウン 管 か ら 垂れ 流さ れ て いた 。 ま た 、 街 中 に 監視 カメ ラ が 増え 、 個 人 情報 
保護 法案 や 住 基 コ ー ド な ど が 騒が れ 出し た 頃 で も ある 。 プ ブラ ウン 管 の 中 、 く だ ら な い ド キュ メン ト ・ バ ラ 
エ テ ィ の 合間 を 縫っ て WTC に 「 本 当 に 」 突 っ 込ん だ 二 機 の 旅客 機 に つい て 、 土 屋 監督 が ずっ と 考え て いる 
こと は 知っ て いた 。* 戦 争 " も "一 人 暮らし の 女 の 部 屋 " も "崩れ落ち る WTC" も 等 し く 生 中 継 さ れる 今 の 「 リ ア 
リティ 」 に つい て 話す こと か ら 、 こ の 映画 の 企画 は 始ま っ た 。 

企画 が 始ま っ た 、 と 言っ て も 監督 が 脚本 を 書き 、 そ れ を 読ん だ 私 が 余計 な 口 を 挟む 、 と いう 感じ で ある 。 
そん な ふう に し て その 年 の 初夏 、 脚 本 は 完成 。 し か し 、 脚 本 が 完成 し て も 撮影 を 始め る に は 金 が いる 。 だ が 、 
「 盗 撮 」 で 「 テ ロ 」 で 「 有 名 な 役者 は 誰 一 人 出る 予定 の な い 」 映 画 に 金 を 出し て くれ る よう な と ころ な ど な い 。 
土屋 監督 は 有り 金 を 注ぎ 込み 、 私 も 印税 を 投資 し た 。 次 の 問題 は 主役 で ある 。 が 、 土 屋 監督 に は は じ め か ら 
役者 を 使 お うと いう 気 は な か っ た らし く 、 イ ン パ クト の ある 奴 は いな いか と 探し て いた と ころ 、 長 谷川 君 
の こと を 思い 出し た 。 長 谷川 君 と は 私 が 「BUBKA」 で テロ リス ト を 募集 し た と ころ 、 た だ 一 人 、「 あ の 一 、 テ 
ロリ スト に な り た いん で すけ ど 」 と 応募 し て きた 大 馬鹿 野郎 で ある (ちな み に そ の 後 、 彼 は 私 と と も に イラ 
ク 、 北 朝鮮 に も 行っ た )。 さ て 、 次 は 女の子 で ある が 、 こ っ ち も す ぐに ピン と 来 た 。 私 の 読者 で あり 、 ラ イヴ に 
も 来 て いた 美 少 女 が 詩 ち ゃ ん だ っ た の だ 。 彼 女 と の 出会い も 衝撃 だ っ た 。 当 時 16 歳 だ っ た 彼女 は 、 私 の ラ 
イヴ に 茨城 か ら ナ チ ス の 軍服 コス プレ で 現れ た の で ある 。 こ うし て 主演 の 2 人 は すぐ に 決ま っ た 。 

助監督 と カメ ラマ ン は 、 も と も と 土屋 監督 の 知り 合い で ある 江田 君 と 二宮 君 に お 願い し た 。 2 人 と も 注 
目 の 若 手 監督 だ が 、 二 宮 君 は どこ か ら 見 て も ひき こも り 、 江 田 君 は 江田 君 で 、 撮 影 開始 か ら 映 画 が 完成 す 
る まで の 間 に 彼 女の子 宮 に 着 床 、 妊 娠 、 出 産 と いう 生命 の 神秘 を 見 せ て くれ た 。 そ ん な メン ツ で 撮影 は 始 
まり 、 当 初 1 ヵ 月 ほど で 終わ る は ず だ っ た 撮影 は な ん と 10 ヵ 月 に 渡っ て 続い た 。 辛 か っ た の は 、 撮 り 損 ね た 
真夏 の シー ン を 真冬 に 撮影 し た こと で ある 。 寒 風 の 中 、 半 袖 を 余儀 な くさ れる 主役 の 2 人 と 、 そ ん な 2 人 
に 同情 し て か 、 自 ら も T シ ャ ツー 枚 と な っ て 指示 を 出す 監督 。 端 か ら 見 た ら 単 な る 馬鹿 だ が 、 私 た ち は 真 剣 
だ っ た 。 そ うし て ほとん ど ゲ リラ 撮影 と いう 状況 の 中 、『PEEP"TV'SHOW』 は 無事 クラ ンク アッ プ ! 半 年 の 編 
集 期間 を 終え 、2003 年 10 月 に 産声 を 上 げた 。 翌 年 の 1 月 に は ロッ テル ダム 映画 祭 に 正式 招待 され 、 な ん と 
国際 批評 家 連 盟 賞 を 受賞 。 そ の 噂 は 世界 に 飛び 火 し 、 約 30 カ 国 の 映画 祭 に 正式 招待 され 、 ま た 3 カ国 で は 劇 
場 全開 まで され る こと と な っ た 。 そ うし て な ん と 2005 年 秋 に は 、 全 米 で 『PEEP"TV'SHOW』 の DVD が リリ ー 
ス さ れる 。 

自腹 で 撮っ た ほぼ ゲリラ 撮影 の 映画 が 、 全 米 デ ビュ ー を 果たす 。 な ん だ か 笑い が 止ま ら な い 。 一 人 歩き 
を 始め た 『PEEP"TV"'SHOW』 は 、 映 画 と いう 枠 を 超え 、 映 画 界 に 新風 を 起こ すべ く 土 屋 豊 が 世界 に し か けた 
壮大 な パフォ ー マ ン ス で も ある の だ 。 私 は この 映画 に 共同 脚本 と いう 形 で か か われ た こと を 、 非 常に 誇り 
に 思っ て いる 。 

共同 脚本 〇 雨宮 処 凛 


画 共 同 脚本 : 雨宮 処 凛 (あま みや か りん ) 

1975 年 北海 道生 まれ 。98 年 に 愛国 パン ク バ ンド 「 維 新 赤 誠 塾 」 結 成 。99 年 、 土 屋 豊 監督 の ドキ ュ メ ント 映画 『 新 し い 神様 』 に 主 
人 公 と し て 出演 。 以 後 、 主 に 執筆 活動 に 専念 。 著 書 に 自伝 生き 地獄 天国 』( 太 田 出版 )、 小 説 『E X | T』( 新 潮 社 )、『 暴 力 恋愛 』( 講 
談 社 ))、 エ ッ セ イ 『 自 殺 の コス ト 』( 太 田 出版 )、『 悪 の 枢軸 を 訪ね て 』( 幻 冬 舎 )、『 戦 場 へ 行こ う ! 一 雨宮 処 凛 流 ・ 地 球 の 歩き 方 』( 講 
談 社 ) な ど 多 数 。 


還 STORY 


真夏 。 長 谷川 は 、 東 京 ・ 渋 谷 の 駅 前 交差 点 で シャ ツ を 頭 か ら 被 っ て 座り 込ん で いる 。 足 元 に 超 小 型 ピ ン ホ ー 
ルカ メラ を 仕掛 け 、 通 行人 の 脚 を モニ ター し て いる の だ 。 彼 は 、9.11 の 同時 多発 テロ 以降 自ら の リア リ テ 
ィ の 感覚 が 倒錯 し て し まっ た 盗撮 魔 だ 。 


長谷 川 は 、2002 年 8 月 15 日 (敗戦 記念 日 ) に 「PEEP'TV'SHOW」 と いう イン ター ネッ ト ・ サ イト を 開設 する 。 
その サイ ト で は 、 彼 の 盗撮 し た 映像 が 公開 され る と 同時 に 、9.11 テ ロ の 実行 犯 と され る モハ メド ・ ア タ の 
WTC 突 入 ま で の 行動 が 、 長 谷川 に よっ て カウ ント ダウ ン さ れ て いる 。 


渋谷 駅 前 交差 点 で 盗撮 を 続け る 長谷 川 を 、 萌 が 偶然 、 発 見 する 。 彼 女 も 自分 自身 の 生き て る 実感 リア リ テ 
ィ が つか め な いま ま 、 ゴ スロ リ ( ゴ シッ ク & ロ リー タ ) と 呼ば れる ファ ッ シ ョ ン を 身 に まとっ て 空虚 な 日 
常 を 送っ て いた 。 


萌 を は じ め 、 イ ンタ ーネット - サ イト 「PEEP"TV"SHOW」 に は 、 メ ディ ア に 覆 わ れ た 情報 資本 主義 社会 の 中 
で 壊れ か け て いる 様々 な 観客 が 集まっ た 。 コ ン ビ ニ に し か 出かけ る こと の で き な い ひき こも り の 青年 、 将 
来 に 希望 を も て ず 睡 眠 薬 で 寝る 為 に 生き て いる 過労 サラ リー マン 、 革 命 家 に な る こと を 夢み る 貧乏 な コ 
ン ビ ニ 店 員 … し か し 、 彼 や 彼女 ら は 、 決 し て 現実 世界 で 交わ る こと は な い 。 


観客 が 日 毎 に 増え 続け る 「PEEP'TV'SHOW」 は 、 更 に 過激 に な り 生 中 継 の 動画 配信 が 始め られ る 。 猫 を ビニ 
ー ル 袋 に 入れ て 虐待 し た り 、 長 谷川 自身 が 出張 風俗 嬢 に 虐待 され る 中 継 映像 を 見 た 萌 は 、 激 し く 心 を 揺 さ 
ぶら れ 、 渋 谷 駅 前 交差 点 に 直接 、 長 谷川 に 会 い に 出 か ける 。 


萌 と 長谷 川 は 、 ほ 互い に どこ か で 共感 し 合い 、 共 犯 者 と な っ て 二 人 で 盗撮 を 始め る 。 デ パー ト の 女子 トイ レ 
を 、 痴 話 喧 嘩 が 繰り 広げ られ る 同棲 カッ プル の 部 屋 を 、 二 人 は 実感 の な い 世 界 へ の 復讐 の よう に 、 そ し て 
自ら の リア リティ を 奪還 する か の よう に 盗撮 を 繰り 返し て いき 、 や が て 、2002 年 9 月 11 日 を むか える の だ 
が …。 


日 本 に お ける "闘争 領域 の 拡大 "は 、 ガ ガ ガ と 音 を た て て 始ま る 。 


三田 格 (ライ ター) 


まだ 商業 デビ ュー すら し て いな い フ ラン ス の ジャ ン - バ ティ スト ・ ド ゥ - ロ ビエ が 卒業 制作 で 撮っ た 作品 の 
上 映 会 に は 50 人 以上 も 人 が 集まっ て きた と いう の に 、 例 に よっ て 10 人 も 人 が いな い 試 写 室 で 『PEEP“TV"SHOW』 
は ガガガ ガ ガ … と 音 を 立て 始め た 。 し ば らく 観 て いて も 、 サ ウン ド と 映像 の コラ ー ジ ュ ば か り で 言葉 と いう 
も の が ほとん ど 出 て こない 。 前 の 日 に ロビ エ た ちと 遅く まで 映画 に 関す る 話 を あれ これ と し て いた せい で 、 
この まま だ っ た ら フ ラン ス 人 に も 理解 で きる か も し れ な いと 思い 、 時 々 、 頭 の な か で 最小 限度 の 通訳 を し な 
が ら 、 そ れ な り に 忙し く 画 面 を 追っ て いく 。 途 中 で 、「 土 屋 - ッ 、 ヤ メロ ー、 こ ん な 映画 ツ ! 」 と 怒鳴 り 散 ら す 人 
や 、 本 当 に 出 て 行っ て し まう 人 も いた り で 、 実 際 に ジャ ン た ちと 観 て いた ら 、 そ れ も 合 わせ て どう 思っ た だ ろ 
うか と いう こと まで 考え な が ら 、 や は り 左 脳 フ ル ・ チ ャ ー ジ で 画面 を 追い 続け る 。 中 盤 を 過ぎ た あたり か ら 、 
し か し 、 画 面 上 に 書き 込ま れ て いく 言葉 数 が 急増 し 、 矢 継ぎ 早 に 日 本 語 で 訴え か け て くる こと を 理解 する の 
も 精 一 林 に な っ て き て …。 エ ン デ ィング に 向かっ て 、 さ ら に 増え て いく 言葉 。 オ ー プ ニン グ ・ シ ー ン か ら は と 
て も 考え られ な い 増 え 方 だ っ た 。 

終わ っ て みる と 、3 時 間 ぐ らい は 有 に 経過 し た 気分 だ っ た 。 資 料 を 見 る と デュ レイ ショ ン は 98 分 と な っ て い 
る 。 と て も そう は 思え な か っ た 。 頭 の な か で 同時 通訳 を し な が ら と いう の が いけ な か っ た の か … と 思っ た け 
れ ど 、 別 な 日 に 観 た スケ ー ト シン グ も 同じ ぐら い に 長 く 感 じ た と いっ て いた し 、 彼 も や は り 、 唐 突 に 外国 人 に 
見 せ た い 、 と いう で は な いか 。 彼 も また 試写 会 の 前 日 に 外国 人 と ディ ー プ に 映画 の 話 を し て いた と は 考え に 
くい か ら 、 な に か 、 日 本 人 を 強烈 に イン トロ デュ ー ス し て いる よう な も の に 感じ られ る こと は 確か な よう で 、 
日 本 人 が 観る と 、 ど うし て も 日 本 人 の こと を 意識 し て し まう 映画 な ん だ ろう な 一 と 。 

そう 、 こ の 映画 、 も っ と いっ て し まえ ば 、 別 に 話 の 取っ 掛か り は 同時 多発 テロ じゃ な く て も 、 な ん で も いい 
よう な 気 も し て くる ん だ けど 、 き っ と 、「 自 意識 の 奴隷 」 と いう 言葉 が 作 中 で も 使わ れ て いる よう に 、 元 か ら 自 
意識 が 勝ち すぎ て 世界 と どう や っ て か か わっ て いい の か わか ら な か っ た 少年 ・ 少 女 た ち が 、 あ ん な こと が 起 
きた こと に よっ て 、 さ ら に 世界 が 「 決 定 的 」 に 遠のい て し まい 、「 あ て れ 一 」 と か いっ て る 映画 な ん だ ろう と 。 わ 
か りや すい の は 、 彼 ら の 視界 の な か に は 、「 反 戦 」 を 声 に 出す こと で 、 や す や す と 世界 に つなが っ て いく よう に 
見 える 人 た ちがい て 、 実 際 に は あん な こと や っ て も 、 誰 が 聞い て くれ る わけ で も な いし 、 ま すま す 和 無力 感 が 増 
大 する だ け な の に 、 こ の 映画 の 主人 公 た ち に は 、 さ も 、 そ れ が すん な り と 世界 と つなが っ て いく 方 法 に 見 えて 
仕方 が な く 、 い っ て みれ ば 、「 そ れ 以 上 」 の 方 法 で な けれ ば 彼ら に は 納得 が いか な い 、 そ れこ そ あ る 種 の 計り 知 
れ な い 理 想 主義 者 で ある が た め に 、 そ の 理想 と 、 実 際 の 世界 と て の ギャ ッ プ に 苦し ん で いる と いう 構図 が あか 
ら さ ま に な っ て し まう と ころ で し ょ う 。 そ し て 、 理 想 を 持つ こと 全般 に 彼ら の 憎悪 は 向かい 、 彼 ら と は 違う 理 
想 に 支え られ て いる と 彼ら が 思い 込ん で いる 人 た ちがい か に くだ ら な い 存 在 で ある か を 証明 する こと に 、 全 
精力 を 傾け 出す 。 途 中 まで は か わい いと も 思え る 彼ら の 行動 が 「 比 較 級 」 で し か 表現 で き な く な る あたり か ら 、 
も し か する と 、 日 本 人 を 意識 させ る の か な ー と も 思う けど 、 こ の 映画 で は それ 以外 の 方 法論 は まっ た く 探 ら 
れ な い 。 似 た よう な 例 を どん どん 並べ る だ け 。 そ し て 、 理 想 を 持つ こと ( 三 ミ シェ ル ・ ウ ェ ル ベッ ク に よれ ば 「 逃 
走 領域 の 拡大 」) が その まま 窒息 感 を 引き 起こ し て いる よう な 錯覚 に 陥ら せる 。 つ まり 、( 観 た 人 に は わか る と 
思う けど ) 非 常に 整合 性 の ある エン ディ ング へ と 結び つけ られ て いく 。 理 想 に 生き 、 意 味 合 い は ちょ っ と ズレ 
て 感じ られ る か も し れ な いけ れ ど 、 そ の 理想 の た め に 死ん で いく 。 も し か する と 、 非 常に 古典 的 な の か も し れ 
ませ ん 。 

この 映画 で も う ひ と つ 、 大 き な 役 割 を 与え られ て いる の が 「 盗 撮 」 だ 。 他 人 の 部 屋 や 公衆 トイ レ に 仕掛 けら 
れ た カメ ラ と 、 そ れ に よっ て 得 た 映像 を 垂れ 流す イン ター ネッ ト を 主人 公 た ち は 自 分 た ちと 世界 を 結び つけ 
る 回 路 と し て 選択 し 「 あ る 種 の 計り 知れ な い 理 想 主義 」 と の 妥協 点 を 見 い 出し て いく 。「 生 活 は 監視 カメ ラ が 
代わ り に や っ て くれ る 」 と は 、J・G・ バ ラー ド 『 コ カイ ン ・ ナ イト 』( 山 田 和 子 訳 ・ 新 潮 社 ) か ら の 一 節 だ けど 、 こ れ 
が イギリス 映画 だ っ た りす る と 、 い つの ま に か 主人 公 た ち は 政 府 の 手先 と し て それ を や っ て いる と いう 展開 
に な っ て いた り し て 、 政 府 や 各自 治 体 が 防犯 と 称し て 行っ て いる 行為 を あく まで も 批評 的 に 扱っ た り 、 メ ン 
タリ ティ の 変化 を 見 世 物 と し て うま く 演 出し て いく ん だ ろう けれ ど 、 ま っ た くも っ て 何 も 変 化 せ ず 、 他 人 の 
生活 に こと さら な 関心 を 持っ て し まっ た が た め に 、 そ の まま 不器用 に 他人 の 生活 を 引き 受け て いく だ け と い 
う 在 り 方 も や は り 日 本 的 な ん だ ろう な 一 と 。 


画 土 屋 監督 イン タビ ュー 


まず 土屋 監督 は 、9.11 テ ロ の 映像 を テレ ビ な ど で 
初め て 目 に し た 時 、 ど の よう に お 感じ に な られ ま 
し た か ? 


田 夜 の 10 時 か 11 時 頃 だ と 思い ます が 、 ビ ー ル が お 
ん か 飲み な が ら 、 突 然 見 て し まっ た 。 実は 、 映 画 の 
中 の 長谷 川 の 気持 ち は 、 僕 の 気持 ち だ 
ん で す 。 突 然 と ん で も な いこ と 
だ けれ ども 、 そ の と ん で も な さ 
に 伝わっ て 来 た と 言う より は 、 普 属 
ビ に ハプニング が 起こ っ て 、 メ 記 5 
目 が 入り 、 も の 凄い ショ ー が 始ま 
が まず あり まし た 。 そ れ は 、 今 
メン ト ・ バ パ バラエティ ー 番 組 の 中 gg 
が 始ま っ た と いう よう が な | 
争 が 始ま っ て … と いう よう お 
は 、 プ ブラウン管 を 通し て 5 お 

ー・ シ ョ ー を 見 て いる よう な 感じ 方 で し た ね 。 


土屋 監督 は 、 こ れ ま で ビデ オア クティ 会 
書き が 示す 通り 、 あ る “現場 "に 立ち 答 う 言 ど 
キュ メン タリ ー に カテ ゴ ラ イズ さ 板 る よう な 作品 
を お 作り に な っ て きた と 思い ます 』『 新 し い 神様 』 
も そう で す が 、『PEEP“TV"SHOW 下 お ける 

と は 一 体 ど こ な の で し ょ うか ? 


還 " 現 場 「' と いう こと で 和 言え ば 、 
そう 感じ て し まう と いう こ 記 
れ て いる "現場 "で あ 
メデ ィ ア を 通じ て 生 中 継 
それ こそ が 僕 に と っ て の グ : だ 
の で 、 そ の "現場 "を きち ん と | る こと 。 戦 争 が 
起こ っ た か ら イ ラク に 行こ う 、 と いう よう な こと 
で は な く て 、 僕 た ちの 今 、 こ こ 、 プ ブラウン管 に 映っ 
て いる 戦争 を 覗い て いる と いう "現場 "か ら 逃 げ な 
いよ うに し よう と 思い まし た 。 


戦争 は 今や 情報 戦 で ちっ て 、 ニ ュー ス で あっ て も 様々 
な 判断 か ら 自 由 で は な い 。 そ れ を 受け と る プラ ウ 
ン 管 の 前 もしくは デス クト ッ プ の 前 と 言う の が 、 
最も 過酷 な 現場 な の で は な いか と いう 認識 で し ょ 
うか ? 『PEEP“TV"SHOW』 を 作り は じ め る 動機 
と いう の も そこ に ある の で し ょ うか ? 


、。 。 す が 、 そ の 前 か ら 


を た 


男 そ うい うこ と で すね 。『PEEP“TV"SHOW』 は 、「 僕 

ら の リア リティ の 在り 処 と いう の は 、 ど こ に ある 
の か ?」 と いう こと が 基本 テー マ に な っ て いて 、 

9.11 は それ を テー マ に 映画 を 作る に あたっ て の 引 

。 き 金 に な っ た わけ で す 。 引 き 金 に は な っ た わけ で 

の リア リティ と いう の は か 

り 混 乱 し て いて 、 周 園 計 壊れ か け て いる 人 が 多 
\ と いう 印 つい うこ と を 喘 画 に し 


を を 。 
ち ぐ る 事件 を 
2 な 2 


ィ の 喪失 と 
品 が 生ま れ 、 


な き 日 常 」 と 
さん で は 
いう よう 
+ の 中 
いま す 。 
恩恵 に あず か る 
抱 り が 終わ っ た 後 は 、 
も 全て 見 えて し まっ て 
始ま っ た よう な 気 が し ます 。 
5 起こ ら ず に 過ぎ て いく だ ろう と 。 
や も 、 僕 ら に は きっ と 何 の 関係 も な 
つの 戦争 が 終わ っ て も 、 き っ と ま 
こっ て 、 そ れ は 誰 に も 止め られ な 
ら は 、 世 界 と 関わ っ た と し て も 、 そ 
影響 も 与え られ な いと いう 諦め の 
て いる と 思う ん で す 。 そ れ を リア 
と 言っ て も いい ん で す が 、 一 方 で 
レ て 、 激 し く 世 界 と 直接 的 に 関わ り た 

らち も ある わけ で 、 そ の 両面 か ら 前 回 
も そう だ し 、 今 回 の 作品 も 作っ て 


で す が 、 リ アリ ティ 、 現 実 性 と いう も 
し ょ う . リ アイ リティ を 感じ る 感じ 
の 
* け で 、 そ れ に サ ア リティ を 持 
と いう 問題 は 、 問 題 と し て 設定 で 
か ? 現実 "が ここ に “ある "に も 関 


わら ず 、 そ こ で リア イリ ティ を 感じ る か 感じ な い 
か と いう こと を 問題 と し て 設定 する の は 、 問 題 が 
二 重 底 に な っ て いる よう な 気 が す る の で す 。 リア 
イリ ティ を 感じ る 感じ な いと いう 問い の 前 に 、“ 現 
実 "も "世界 "も そこ に “ある "の で は な いで し ょ うか ? 


画 一 番 関係 し て いる の は コミ ュ ニ ケー ショ ン の 問 = 


題 だ と 思い ます 。 自 分 が 何 か を 発し た 時 に 、 他 
ら 自 分 が 想像 も つか な か っ た 答え が 帰っ 
そこ に 新しい 発見 が あり 、 自 分 自身 が 変 作 
まさ に 、 そ れ が 現実 で す 。 自 分 が ここ [ 
は その 外側 に 大 きく 広がっ て いる と いう 『 
世界 」 の 関係 で は な く て 、 す ぐ 目 の 前 に る 
の 関係 の 中 で 、 影 響 を 与え た り 、 与 えら 
いう と ころ に リア リティ は ある ん だ き 
何 か を 殺し た 時 に 血 が 飛び 散っ て 写 
以外 の 「 世 界 」 を 殺し て いる と いう 感 
イリ ティ は 感じ られ な いわ け で す 。 


他 者 と の 関係 に お いて リア リティ は 感じ : 
で きる も の で あり 、 そ の よう な コミ ュ ニ ケー シヨ 


ン を 閉ざし た 状態 で は 、 何 を 殺 そ う が リ アリ テ 症 請 請 ん よ 笠 
を 持つ こと は で き な い 、 と いう こと で し ょ う が 座 = 和幸 る わ !( 


男 閉 じ て いる 限り は 、「 自 分 対 世界 』 の 関係 で 
以上 は 、 リ アリ ティ を 持ち 得 な いで し 
言い 方 を すれ ば 、「 地 に 足 を つけ て 」 
その [ 地 」 が どこ に ある の か わか ら な ( 証 
が な い 、 ど こ に 足 を つけ て いい か わが 
う の が リア リティ の 可 失 と いう 状態 

そう 感じ る 人 が 増え て いる と いう こと 誠 訟 


日 常 的 に 映像 で も ネッ ト で も 何で も いい の で す が 、 
無数 の メデ ィ ア に 囲ま れ 、 膨 大 な 情報 を 取捨 選択 


し て 生き な けれ ば な ら な いこ 計 が 、 そ の よう な ニニ 
重 底 の 問題 を 抱え な け ら な い 人 を 増やし て 


いる の で し ょ うか 9 = 短 


還 そ れ が 大 きい の で は な いで し ょ うか 。 テ レビ を 
つけ れ は ば 今日 、 レ バ ノ ン で こん な テ o み あっ た ど 
いう 映像 が 流れ る わけ で す 。 昔 に 戻れ と いう こと 
で は な く て 、 今 は 様々 な 情報 が どん どん 入っ て 来 て 、 
それ は それ で 良い こと な わけ で す 。 た だ その 穫 幸 
だ け で 世界 を 描け る 気 に な っ て し まう 。 


つけ て いる 現場 と レバ ノン は こん な に 遠い の に 、 
ネッ ト を つなげ ば 、 そ この 情報 が どん どん 入っ て 
くる 。 そ ん な 状況 下 で 、 地 に 足 の つけ よう が な く な 
っ て いる と いう の は ある と 思い ます 。 


『PEEP“TV" の Aa それ 自体 が ひと 
品 で ある の は 


異 中 メデ 


2 


: 


撮れ ませ 
見 た が っ て い 
。 そ れ は どう し 


よう も 、 み ん な 、 そ れ を 見 た 


mn を ネッ ト 上 で 殺す か 
見 せ て 」 と 叫ぶ 女性 が 
5 姿 を 見 た と ころ で 、 そ 


\ る 瞬間 だ け 、 そ こま で 


圭 た な い 。 


す よ 。 延 々 と 繰り 返し ま 
見 た か っ た 隙間 は これ 
望 が 増す だ け で 、 満 足 は 


な 映像 を 駆使 し な が ら 、 
抱い て いな い 監 督 な の 


画 自 分 で も そう 思い ます 。 彫 刻 を 掘る よう に 映像 
作品 を 作っ て 、 こ の ワン カッ ト で 何 か を 表現 する 
と か 、 そ うい うこ と は まっ た く 信 じ て い な い 。 映 像 
美 と か そう いう も の で 何 か を 語る 感覚 は な いで す 
ね 。 僕 は フィ ルム を 扱っ た こと が な い 。 ビ デオ で 作 
品 を 作り 、 そ れ し か で き な い 。 だ か ら 、 ど ちら か と 
言え ば 、“ 生 放送 "を し て いる 感覚 な ん で す よ ね 。 リ 
アル タイ ム 性 と いう か 。 同 時 性 、 そ の 現場 大 | 

継 し て いる よう な 感覚 が どこ か に あ 需 

編集 し て や っ て いる ん で すけ ど 、 
まま リア ル タ イ ム で 伝え た いい 
すね 。 ビ デオ を 使い な が ら そ うい 
いっ た ん だ と 思い ます 。 


『PEEP “TV"SHOW』 は 、 作 家 の 雨 


を 作ら れ た わけ で す が 、 こ の 映画 の 重 ピ ソー ド は 


どの 程度 設定 され て いた の で し ょ うか ? 


還 靖 と 長谷 川 が 出会い 、 二 人 で 盗撮 する よう 
っ て … と いう よう な ー 連 の 流れ は 、 撮 り 怒 
か ら 決 まっ て いま し た 。 そ れ 以 外 の 断 


が ら 撮 影 に 入っ て いる 感じ で し た ね 。 例 え ば 、 元 ひな aa 


め に こう いう 構成 に し よう と いう よう な 感じ で す 。 


きこ も り の 人 が いる か ら 、 そ の 人 に 出 て も ら う た 


いろ いろ な タイ プ の 壊れ か けた 人 た ち : 
ん で す が 、 自 分 の リア リティ の 看護 
ず に 、 さ ま ざ ま か な 形 で 壊れ か け て いる 
を 軸 に くっ つけ て いく と い 
人 た ちの 根っこ は 、 実 際 の と ご 
い の か も し れ ま せん が 、 自 分 の 忠 


台中 ろ が あ つう に ュー 
ま 


人 々 が 次 々 に 叫び だ し 
うな 状態 に な っ て い 


アリ ティ の 在り 処 を 


よう な 「 昨 日 あの 男 と 
0 ーーー 出 


す 。 猫 を 虐待 し た り 、 


最高 潮 に 達し た の が 、 あ の シー ン で す 。 出 口 が わか 
ら な く な っ て 、 爆 発し た の が あの シー ン な の で す 。 


ファ シズ ム を 集団 ヒス テリ ー 的 な 状況 だ と 考え た 
時 に 、 土 屋 監督 が あの よう な シー ン を 撮る いう の 
が と て も 興味 深く 思え た の で す 。『 新 し い 神 様 』 で 
も そう な の で す が 、 土屋 監督 自身 に と っ て は 、 天 皇 
な ご どっ で \ い の で は な い 。 その 周囲 で 人 々 
2 は x Ma と に 興味 

SHOW』 

し て も 、 
な い 。 中 
が ヒス テ 


われ て 
な い 、 得 
も の の ど 
記 と が 、 
PEEP"TV" 
、 そ の 皮膜 に 窒息 
破 し よう と する ん だ 
\ ま ま 爆 発し て し まう 。 
も な ら な いん で すけ ど ね 。 
加 あ が き を する 人 た ち を 愛 お 
うか …。 


の よう な 悪あがき を する 人 々 


や 。 


、 上 か ら 見 る こと は 出来 な い 
の も の と か メデ ィ ア その も の 
味 が ある わけ で は な く て 、 そ 
いう シス テム に よっ て 、 そ の 
ち が ど の よう な 影響 を 受け て 
を 読み 解い て いく こと に 興味 
合 め て その シス テム の 下 で 、 生 
感じ て いる 人 た ちがい る わ 
き な が ら 、 シ ステ ム の 方 を 
る ん で す 。 シ ステ ム に 無意識 


か で 違和感 を 感じ て いる ん だ 


、 そ れ は 自分 の 中 に も ある の で 、 


た ち も い る わけ で す が 、 僕 は 、 


けど 、 そ れ を うま く 表 現 で きず に 苦し ん で し まう 「 あ ぁ 、 こ こ が グ ラウ ンド ・ ゼ ロ な の か と 思っ た ら 、 


人 た ち に 共感 な り 、 愛 お し さ を 持つ と いう こと な 絶望 じゃ な く て 希望 を 感じ まし た 」 と いう 言葉 で 
ん で すけ ど ね 。 し た 。 狂 っ た メデ ィ ア 社会 の 中 で 、 自 分 も 壊れ か け 
_ て る ん だ と いう 自覚 を 持っ て 、 そ れ で も 悪あがき 
遺 和 感 を 感じ て いる 人 た ち は 、 あ る 意味 、 理 想 主義 し 続け る こと を 『PEEP“TV"SHOW』 で は 描い た つ 
の も り で す . 戦 場 は どこ か 遠い 国 に ある の で は な く 「 今 
画 今 の 世界 を お か し いと 思い 、 別 の 世界 を イメ ー ここ 」 で ある と いう こ と を 自覚 し て 、 そこ か ら 流 げ 
ジ す る か ら 遺 和 感 に な る わけ で す 。 で も 、 そ の 別 の 庄 と 思い ます 。 そ れ | と 辛く 


世界 は 具体 的 に 描け な い 。 理 想 と する 世 
な いん だ けど 、 今 が お か し いと いう こと ば | 
じ て い る 。 


その よう な 土屋 監督 や 雨宮 さん の 意図 ほ 
半 の 長谷 川 さん や ゲッ チョ フ さ ん 世代 の 
の よう に 伝わっ た と 思い ます か ? 


男 正 直 に 言っ て 、 ど の よう に 伝わっ 門 の か さっ ぱ 
り 分 か り ませ ん 。 僕 か ら 見 た ら 、 そ れ は 良い こと だ 
と も 思え る ん で す が 、 彼 ら の 世代 は 自分 の ま 
に 何 も な いよ うに 感じ る ん で す 。 自 分 を 
環境 に 置き た い の か 、 何 を 目指 す と か 、 何 を 
自分 が 幸福 な の か と か … ど う で も いい 。 あ る い は 、 計 
日 々 し た いこ と が 変化 する 。 核 に 何 も な いわ け で す 。 

僕たち の 世代 な ら ば 、 自 分 の 何 も な ささ 加減 に 沸 
む わ け で す 。 そ こ か ら 自分 探し が 始ま る 。 で も 彼 
に は 自分 探し な ん て いら な い 。 探 す の も 面倒 だ 
いう 感じ を 受け ます 。 た だ 、 あ る 日 

が 爆発 する 可能 性 も あっ て 、 そ れ が 


僕 の テー マ で も あり ます 。 7 

た 還 和 呈 り に) 
と すれ ば 、 こ れ か ら は 、 そ れ 自 体 に は リア ル を 持た 
な い メ ディ ア に 。 ま を 持た な い 人 た ち が 


』 


や この 
ー ジ を お 願い し ます 。 


軒 僕 が 一 番 嬉し か っ た この 映画 を 


監督 / 脚 本 / 編 集 : 土屋 豊 
共同 脚本 : 雨宮 処 凛 
撮影 : 二宮 正樹 
助監督 / 美 術 : 江田 剛士 
手伝い : は ち 


オー プ ニ ン グ 曲 /「We Insist?」 大 友 良英 
挿入 曲 /「BOOZ」 LOSALIOS 

エン ディ ング 曲 /「Restartl」 

THE MAD CAPSULE MARKET'S 


[キャ スト ] 

長谷 川 by 長谷 川 貴 之 

萌 by ゲッ チョ フ ・ 詩 (し お り ) 
ナ ゴ ミ by 上 田 昭子 

梨紗 子 by 梨紗 子 


萌 の 彼氏 by 粉 山 涼 

石岡 (イッ シー) by 石岡 秀俊 
過労 サラ リー マン ky 冨 

パン チラ ・ マ ニア by 白田 寛一 

コン ビニ 店 員 by さく ら 

コン ビニ 店 員 の 彼女 by 阿部 美 宝 子 
出張 ヘル ス 嬢 (つっ ちぃ ) by 土田 弘美 
出張 ヘル ス 嬢 の 彼氏 (た つや ) by 中 村 龍 也 
ひき こも り の 青年 by 幸 山 守 


長谷 川 を 殴る 女 by 栗 戸 理 花 

生 チ ャ ッ ト モ デル by 和栗 鳥巣 

ミニ スカ ー ト の OL ly 永井 正子 

ミニ スカ ー ト の OL の 先輩 by 桂 毅 

落ち 込ん で る 受付 召 by ひな げ し 

ケン カ す る 男 と 女 [ 女 ] by ワダ ヨシ コ / [ 男 ] by 森下 更 之 
爪 を 研ぐ デパ ー ト 販売 員 by 斉藤 暗 

過食 症 の 女 by 内 田 三 保子 


携帯 メー ル 主 婦 by 和 ( 笑 ) 

携帯 メー ル 主 婦 の 子供 by 小泉 来 音 
携帯 メー ルオ ヤジ by 松下 昌弘 
寝顔 の 女 A by 池上 累 々 

寝 覆 の 女 B by 高階 祐子 
寝顔 の 女 C by 福井 薫 

寝顔 の 女 D by 松本 真希 子 

萌 を 勧誘 する 男 by 8ock 

ゴス ロリ ・ マ ニア by 鏡 谷 真一 
虐待 され る 猫 by ミミ 


赤坂 千 永 、 五 十 嵐 亜希 稲葉 良 光 、 稲 村 り ょ う 、 上 野 建 司 、 大 日 向 
ー 枝 、 神 名 故 、 川 島田 ユミ ヲ 、 姜 順 英 、 北 村 拓 郎 、 小 泉 清 佳 、 小 林 


由美 子 、 小 柳 智 華 、 サ オリ 、 実 戸 絵美 、 品 川 亮 、 末 澤 薫 、 武 田 有希 子 、 
竹本 佳奈 、 ナ オ 、 名 塚 聖 、 名 塚 愉 、 新 名 な ほ み 、 深 田 晃司 、 福 川 大 介 、 


正木 春香 、 松 岡 由 利子 、 真 鋼 香 里 、 水 田 志保 、 宮 口 浩之 、 モ エチ 、 
望月 茂 、 森 山 湖 詩 、 柳 沢 容子 


[ 協 カ ] 


泉尾 英文 、 か た だ か お り 、 加 藤 健 、 菊 地 清 明 、 麹 町 すず め 、 今 一 生 、 


平木 正典 、 藤 田 友 来 、 松 岡 由利 子 、 山 本 達也 、 鈴 木 収 春 
Garden HARA、( 有 ) ソ シ エ ッ タ 代 官 山 、 多 摩 美術 大 学 (株 ) ビ ク テ 
ッ ク 、 ビ デオ プレ ス 


[Special Thanks] 
バズ ー カ ロゴ / 上 野 建 司 、 品 川 亮 


混 美 建治 、 あ べ る 、 飯 島 恭子 、 石 川 寿光 、 石 坂 秀之 、 井 上 朗 子 、 黒 
崎 昭子 、 麹 町 すず め 、 酒 井 章 行 、 さ な ら た く 、 清 水 浩之 、 下 西 孝明 、 
白田 寛一 、 タ ナカ ヒロ シ 、 ド キュ メン タリ ー・ フ ィ ル ム ・ ラ イブ 
ラリ ー、 中 島 アイ 子 、 中 島 憲 二 、 根 来 祐 、 野 茂 広 森 、 林 邦彦 、( 株 ) 
ビク テッ ク 、 益 子 貴男 、 松 下 昌弘 、 松 原 明 、 宮 口 浩之 、 み わ よ し こ 、 
八幡 吉 宣 、 八 幡 美枝 子 、 山 口 和 人 、 吉 田 智則 
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[映画 祭 出品 リス ト ] 

第 33 回 ロッ テル ダム 国際 映画 祭 く タイ ガー アワ ー ド ・ コ ン ベ ペティ ショ ン >〉 
※ 国 際 批 評 家 連盟 賞 受賞 

第 28 回 香港 国際 映画 祭 <Asian DV Competition> 

Nippon Connection Film Festival 2004 (フラ ンク フル ト ) 

第 5 回 全 州 国際 映画 祭 <Digital Spectrum> 

第 6 回 パ バルセロナ ア ジア 映画 祭 <D-cinema> 

第 2 回 Politically Incorrect Film Festival (スロ ベニ ア ) 

Indie Forum 2004 (韓国 ) 

第 12 回 International Art Film Festival <Art Fiction> (スロ バキ ア ) 
第 9 回 SPLIT FILM FESTIVAL <Competition> (クロ ア チ ア ) 

第 22 回 ミュ ン ヘ ン 映 画 祭 <Junges asiatisches Kino> 

Even The Moon ls Not Autonomous( ド イツ ・ ワ イマ ー ル ) 

New York Video Festival 2004 

FESTIVALITO 2004<MONDO DIGITAL>( ラ ・ パ ル マ 島 / ス ペイ ン ) 
第 11 回 シカ ゴア ンダ ー グ ラウ ンド 映画 祭 

NEW TALENTS, YOUNG CINEMA festival <Asian Young Power> (台湾 ) 
セ マ ラ ン 国 際 映 画 休 (イン ド ネ シア ) 

NEO-EIGA : NEW JAPANESE CINEMA/Pacific Film Archive 
(カリ フォ ルニア ) 

第 30 回 フラ ンダ ー ス 国際 映画 祭 <A LOOK APART> (ベル ギー) 
第 33 回 Montreal International Festival of New Cinema 

<Time Zero>※New Discovery Award, Feature Film Mention 

ウィ ー ン 国際 映画 祭 (ウィ ー ン ) 

第 24 回 ハワイ 国際 映画 祭 <Eastern Showcase>※NETPAC 特 別 賞 
Japanese Documentary Filmmakers 

(Fim and Video Center・ カ リフ ォ ル ニア 大 学 、 ア ー バ イン 校 ) 

クエ ンカ 国際 映画 祭 <Vision Digital Competition> (エク アド ル ) 
第 2 回 コ ベ ン ハー ゲン 国際 ドキ ュ メ ンタ リー 映画 侍 

New Asian Cinema (ミュ ン ヘ ペン ) 

第 14 回 オス ロ 国 際 映 画 祭 (ノル ウェ イ ) 

ロー で 映画 祭 

International Film Festival of Bilbao (スペ イン ・ ビ ル バ オ ) 

第 6 回 アラ ティ スラ ヴァ 国際 映画 祭 <FREE ZONE> (スロ バキ ア ) 
パン コク 国際 映画 祭 


.MOV INTERNATIONAL DIGITAL FILM FESTIVAL( フ ィ リ ピン ) 


第 18 回 シン ガ ポ ー ル 国際 映画 祭 
第 14 回 プリ スペ ン 国 際 映画 祭 


[劇場 公開 リス ト ] 

Consolidated Works (シア トル ) 
Cinema Zed (ベル ギー) 

Cinema du Parc (モン トリ オー ル ) 
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